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II. 成果の概要（総括研究報告） 
 

    和文 
 当研究では、国際的にトレーサビリティの確保された放射能を持つ線源を用いて、画像誘導高線

量率小線源治療を施行し、その技術と評価法の標準化を行い、子宮頸がんを中心とした悪性腫瘍に対す

る、小線源治療の治療成績の向上と適応拡大を目指すものである。 
正確な放射能測定には校正された井戸型線量計を用いた測定方法の標準化も重要であり、川村

慎二班員・岡本裕之班員らを中心として標準測定法の執筆にあたり、2016 年 3 月ですべての原稿が完成

し、予定より若干おくれているが 2017 年度中には出版予定である。 
また、子宮頸がんに対する画像誘導小線源治療の標準化と成績向上を目指して、組織内照射併用腔内照射

法の臨床試験のプロトコールを策定し開始した。我が国で施行される初めての画像誘導小線源治療の多

施設臨床試験である。第Ⅰ相 20 症例、第Ⅱ相 35 症例で組織内照射併用腔内照射の安全性と有用性を検

討する。2017 年 2 月に第Ⅰ相 20 症例登録が終了した。現在新規登録を中止し 3 か月間の観察期間中で

あり、2017 年 5 月より第Ⅱ相部分登録を開始する。 
乳がんおよび前立腺がんの HDR 組織内照射のプロトコール作成を行った。乳がんにおいては SAVI を用

いた組織内照射による術後短期部分乳房照射の観察研究のプロトコールを作成した。前立腺がんでは

HDR 組織内照射単独治療の第Ⅱ相試験のプロトコールを作成した。 
 
  英文 
 In this research, improvement of efficacy and widening of indication in brachytherapy have 
been studied by using radionuclides with radioactivity certified with internationally traceable 
measurement and by applying image-guidance.  
 For precise measurement of radioactivity, not only calibrated dosimeter but also 
standardized measurement method are mandatory. The physicists in this research group, Dr. 
Kawamura and Dr. Okamoto, wrote the textbook “the standard measurement method of radioactivity 
of radionuclide used in brachytherapy.” The book will be published in 2017 with a little delay 
compared to the original plan. 
 In order to standardize and improve the efficacy of image-guided high-dose-rate (HDR) 
brachytherapy in the cervical cancer, the protocol for clinical phase I/II trial of insterstitial + 
intracavitary (hybrid) brachytherapy was planned and the trial was launched. This trial was the 1st 
multicenter clinical trial for image-guided brachytherapy in Japan. Twenty patients will be recruited 
in the phase I and 35 in phase II, which demonstrate safety and efficacy of hybrid brachytherapy. In 
Feb, 2017, twenty patients were entered into Phase I. The new patient recruitment will stop for 3 
months to see the safety of phase I patients, and from May 2017 the recruitment will commence for 
phase II trial. 
 Additionally protocols for clinical trials of HDR interstitial brachytherapy for breast and 
prostate cancers were produced. In breast cancer, observational study of postoperative accelerated 
partial breast irradiation using SAVI applicator was planned. In prostate cancer, phase II trial using 
HDR interstitial brachytherapy alone was planned.  
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11. 水本 斉志, 大城 佳子, 櫻井 英幸 【粒子線治療の現状-保険適用を経ての実施体制-】 小児腫瘍

に対する陽子線治療(解説/特集) 臨床放射線 (0009-9252)61 巻 10 号 Page1193-1200(2016.10)  

12. 伊丹 純【Radiotherapy Today 2016 放射線治療最前線 新しい高精度放射線治療の現状と展望】 

放射線治療の最新動向 小線源治療の最新動向(解説/特集) INNERVISION (0913-8919)31 巻 11 号 

Page49-51(2016.10) 

13. 若月 優, 小此木 範之, 柴 慎太郎, 加藤 眞吾, 中野 隆史, 鎌田 正 【有害事象の評価と対策】 子

宮頸癌根治的放射線治療における 5 年以降の晩期有害事象発現の解析(原著論文/特集) 臨床放射

線 (0009-9252)61 巻 9 号 Page1089-1095(2016.09) 

14. 萬 篤憲, 江里口 貴久, 公田 龍一, 戸矢 和仁, 西山 徹, 矢木 康人, 斉藤 史郎, 黒岩 信子, 高

川 佳明, 田中 智樹, 白石 悠 【有害事象の評価と対策】 前立腺癌小線源治療後の排尿障害と尿

道毒性およびその対策(解説/特集) 臨床放射線 (0009-9252)61 巻 9 号 Page1082-1088(2016.09)  

15. 岡本 雅彦, 清原 浩樹, 中野 隆史 【必読・大腸癌に対する集学的治療の現状と未来】 集学的治療

の今後の展望 切除不能・再発大腸癌に対する放射線治療の今後の展望 重粒子線治療など(解説/

特集) 消化器外科 (0387-2645)39 巻 8 号 Page1161-1167(2016.07)  

16. 加藤 正子, 岡部 尚行, 村上 幸三, 小澤 由季子, 新城 秀典, 吉村 亮一, 加賀美 芳和, 泉崎 雅

彦 食道癌根治術(胸腔鏡下食道亜全摘術)後の再発に対する放射線治療の検討(原著論文) 昭和学

士会雑誌 (2187-719X)76 巻 3 号 Page382-387(2016.06) 

17. 野田 真永, 若月 優, 小此木 範之, 大野 達也, 中野 隆史 【婦人科がんの診断・治療の最適化を

目指して】 重粒子線治療を用いた婦人科がんの治療の現状(解説/特集) 産科と婦人科 (0386-

9792)83 巻 6 号 Page678-681(2016.06) 

18. 吉岡 裕人, 新保 大樹, 吉川 信彦, 吉田 謙, 上杉 康夫, 鳴海 善文. 放射線腸炎に対する五苓散

の治療効果(原著論文). 痛みと漢方 (0916-7145)26 巻 Page132-135(2016.05)  

19. 櫻井 英幸, 奥村 敏之, 石川 仁, 福光 延吉, 粟飯原 輝人, 大西 かよ子, 水本 斉志, 大城 佳子, 

沼尻 晴子, 滝澤 大地, 斉藤 高, 田中 圭一, 加沼 玲子, 三浦 航星, 坪井 康次, 榮 武二 【放射

線治療-最近の動向と展望】 粒子線治療の適応疾患と世界動向(解説/特集) カレントテラピー 

(0287-8445)34 巻 5 号 Page418-423(2016.05) 

20. 吉岡 靖生. 【新前立腺癌学-最新の基礎研究と診断・治療-】 前立腺癌の治療 放射線療法 小線源

療法 高線量率組織内照射(解説/特集) 日本臨床 (0047-1852)74 巻増刊 3 新前立腺癌学 

Page537-541(2016.05)  

21. 斉藤 史郎, 中村 憲, 矢木 康人, 西山 徹, 戸矢 和仁, 萬 篤憲 前立腺癌放射線療法の各種モダ

リティの実際と標準的レジメ 小線源療法の有効性とそれを支える技と匠(解説) 泌尿器外科 (0914-

6180)29 巻臨増 Page733-735(2016.05) 
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22. 斉藤 史郎, 矢木 康人, 西山 徹, 中村 憲, 戸矢 和仁, 萬 篤憲 【新前立腺癌学-最新の基礎研究

と診断・治療-】 前立腺癌の治療 放射線療法 小線源療法 密封小線源永久挿入療法(解説/特集) 

日本臨床 (0047-1852)74 巻増刊 3 新前立腺癌学 Page531-536(2016.05) 

23. 石毛 章代, 堀越 琢郎, 向井 宏樹, 滝嶋 葉月, 雑賀 厚至, 西山 晃, 平野 成樹, 桑原 聡, 宇野 

隆 【PET・SPECT 核医学 update】 123I-FP-CIT SPECT における視覚評価と SBR/AI の相関の検討

(原著論文/特集) 臨床放射線 (0009-9252)61 巻 5 号 Page687-692(2016.05) 

24. 遠山 尚紀, 岡本 裕之, 西尾 禎治 2014 年医学物理士就労状況アンケート報告(原著論文) 医学物

理 (1345-5354)36 巻 1 号 Page2-17(2016.05) 

25. 萬 篤憲, 公田 龍一, 高川 佳明, 白石 悠, 戸矢 和仁 【新前立腺癌学-最新の基礎研究と診断・治

療-】 前立腺癌の治療 放射線療法 外照射療法 放射線治療の合併症とその対策(解説/特集) 日

本臨床 (0047-1852)74 巻増刊 3 新前立腺癌学 Page514-519(2016.05)  

26. 吉岡 靖生 【がん放射線療法 Update 2016】 疾患別治療成績 ここまで治るようになった!機能温存と

生存率向上 前立腺癌に対する小線源療法(解説/特集) 医学のあゆみ (0039-2359)257 巻 1 号 

Page111-115(2016.04)  

27. 沼尻 晴子, 櫻井 英幸 【がん放射線療法 Update 2016】 放射線治療技術の進歩 画像誘導小線源

治療(IGBT) 個別化治療への進化(解説/特集)  医学のあゆみ (0039-2359)257 巻 1 号 Page49-

53(2016.04)  

28. 尾池 貴洋, 水上 達治, 中野 隆史, 河野 隆志 【発がんにおける driver 変異と放射線痕跡】 がんに

おける遺伝子融合のゲノム構造解析 遺伝子融合 breakpoint に放射線発がんの痕跡を探る(総説/特

集) 放射線生物研究 (0441-747X)51 巻 1 号 Page2-20(2016.03) 

29. 黒澤 裕司, 久保田 佳樹, 竹下 英里, 岡田 良介, 大橋 慶明, 想田 光, 石居 隆義, 須藤 高行, 

金井 達明, 大野 達也, 中野 隆史 Imaging Plate を用いた炭素線と位置照合用 X 線軸の変位量評

価方法の開発(原著論文) 日本放射線技術学会雑誌 (0369-4305)72 巻 2 号 Page139-148(2016.02) 

30. 稲葉 浩二, 伊丹 純 【肺癌】 肺癌治療の現状とその成績 切除不能非小細胞肺癌の治療戦略 I 期

から III 期 放射線療法の立場から(解説/特集) Medical Practice (0910-1551)33 巻 2 号 Page271-

275(2016.02) 

31. 伊丹 純 放射線治療における医療放射線防護 放射線と生きる 放射線治療における医療放射線防

護を考える 放射線腫瘍医の立場から 放射線治療における有害事象、組織障害と 2 次がん(解説) 

医療放射線防護 Newsletter (0918-5658)74 号 Page17-20(2016.02) 

32. 奥村 敏之, 福光 延吉, 水本 斉志, 安部井 誠人, 福田 邦明, 石毛 和紀, 長谷川 直之, 石川 仁, 

大西 かよ子, 沼尻 晴子, 粟飯原 輝人, 坪井 康次, 榮 武二, 櫻井 英幸 【肝内胆管癌:治療成績

の改善を目指して】 その他の治療 肝内胆管癌の陽子線治療(解説/特集) 肝・胆・膵 (0389-4991)72

巻 1 号 Page127-132(2016.01) 
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